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食認知修正による腸内フローラ改善効果に関する研究 

 

1. 背景と目的 

 過敏性腸症候群（irritable bowel syndrome : IBS）は慢性疾患であるため，患者個々

の医療経済的損失が大きく，QOL の低下が顕著である。そのため，IBS 症状のマネジ

メント法の確立は極めて重要なトピックである。特に，症状増悪の主要因である腸内

細菌叢の調整には“食”が鍵となる媒介要因となる。そのため，症状改善に実績のある低

糖 食 療 法 （ Low FODMAP Diet :Low fermentable oligosaccharides, disaccharides, 

monosaccharides, and polyols diet）は，今後欠かせないセルフケア要素になる可能性が高

い。 

IBS の罹患率を年代別にみていくと、最も高い罹患率なのが 10 代から 20 代の若年

層であり、日本における彼らの有病率は 10-20%と高率である。先に述べたように近年

IBS の非薬物療法として、食事によるセルフケアが有効であるとのエビデンスが得ら

れ始めた。Low FODMAP Diet に関連して，米国消化器学会（2014）は，これまでの IBS

心因主因説を覆し，腸内細菌叢の変異が IBS の主因であることを示した。Low FODMAP 

diet は，メタゲノム解析で得られたガス産生菌群を減少させ，ヒスタミンなどの炎症物

質を増加させる（McIntosh et al., 2016）。IBS 有症状者自身による低糖食療法の導入は、

腸内細菌の多様性を亢進させることも知られている。 

一方，近年，食の偏りを改善するための新しい技法である食注意バイアス修正訓練

（The food attention bias modification（Food-ABM）が登場した。Food-ABM は，偏食，

食事摂取量，食べ過ぎ等を正常化する（e.g. Boutelle et al., 2016; Bazzaz et al., 2017）。Food-
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ABM では，望ましくない食事内容，食品に向けられた過度の関心を，Food-ABM によ

る複数回のセルフ・トレーニングにより修正・正常化する。例えば，Food-ABM でター

ゲットにする食品はチョコレート（Kemps et al., 2015），甘味料入りお菓子（Bazzaz et 

al., 2017），高カロリー食品（Boutelle et al., 2016）等様々だが，いずれの研究でも認知

と行動に変化が見られている。Food-ABM の作用機序は，食への認知的偏りがドパミン

D3 受容体拮抗薬でも変化・改善するため（Nathan et al., 2012），人の報酬・学習系を介

した作用であると考えられる。先行研究（Tayama et al., 2017）で我々は，2017 年に世

界で初めて不安軽減用 ABM が，IBS の脳機能及び心理的な異常の正常化に寄与するこ

とを明らかにした。しかしながら， Food-ABM 実施による腸内細菌叢の改善効果につ

いては，現在のところその研究は一例もない。 

そこで、本研究では、低糖食療法を取り入れたセルフケアとして，Food-ABM の実施

により、その効果メカニズムを脳-腸-腸内細菌の連関をキーワードとして明らかにする

ことを目的として研究を行った。本報告書においては，Food-ABM によって，本研究の

主評価項目である腸内細菌叢の変化に着目してその報告を行う。 

 

2. 方法 

2.1. 対象 リクルートの選択基準は，18 歳から 25 歳までの若年であること、ROME-

III 診断基準に合致した IBS 有症状者であることとした。除外基準としては，IBS の投

薬治療中であること，精神疾患を有していることとした。研究参加の適格性を有する

者 20 名を対象として，強化指導群，通常指導群に割り付けを行うため，性と年齢をマ

ッチさせたブロックランダム化を行い，各群 10 名として割り付けを行った。介入期間

中、強化指導群における脱落は 0 名，通常指導群における脱落は 2 名であった。 

2.2. 介入頻度及び期間 全介入期間は 1 ヶ月間とした。通常指導群には、介入開始時

と終了時に各 1 回約 20 分の食生活に関する指導（通常指導）を行った。強化指導群に

は、通常指導に加えて，Food-ABM プログラム（詳細は下記参照）を実施した。 

2.3. Food-ABM 用プログラム Food-ABM プログラムは，その基盤として認知偏向修

正に実績のある注意バイアス修正訓練（attention bias modification : ABM）を用いた（e.g. 

Tayama, et al., 2018）。これまでの我々の研究では，ABM プログラムを ipad によって実

施していたが，ユーザビリティを考慮して，手持ちのスマートフォンで実施できるよ

うにプログラムを改良した web 実施システムを研究に用いた。なお，実施期間 1 ヵ月

の間で，ABM 実施回数は 5 回（全試行回数 600 試行）とした。なお，本研究では，プ

ログラムの基盤として採用した ABM プログラム内に，Low FODMAP と High FODMAP

の素材を組み込んだ訓練モジュールを作成し，1 回の実施につき 64 試行，1 ヶ月間で

合計 320 試行実施した（図 1）。 



 
図 1 本研究で用いた Food-ABM モジュール 

 

3. 結果 

3.1. 各検体における各細菌の相対存在割合 

3.1.1. 門レベル 門レベルの相対存在割合の結果は，以下の通りである（図 2）。 

 



 

図 2. 門レベルにおける各細菌の相対存在割合（サンプル番号は pre-post で合致） 

 

3.1.2. 属レベル 

 属レベルの相対存在割合の結果については， McIntosh ら（2016）の Low FODMAP

食を用いた介入研究で顕著な変化の見られた Adlercreutzia（アドレクルーツィア）属と

Dorea（ドレア）属の 2 種について，それぞれ全 226 種の細菌種における相対存在割合

を調べた。Adlercreutzia 属の結果については図 3，Dorea 属については図 4 にそれぞれ

その結果を示す。 

 



 

図.3 Adlercreutzia 属の相対存在割合（サンプル番号は pre-post で合致） 

 

 

図.4 Dorea 属の相対存在割合（サンプル番号は pre-post で合致） 



4. 考察 

 本研究結果より，Actinobacteria の相対存在割合は強化指導群のサンプル番号 8 で増

加傾向がみられた。しかしながら，強化指導群のサンプル番号 1 ではその割合が減少

する傾向であった。Firmicutes の相対存在割合については，強化指導群のサンプル番号

2，5，9 ではその割合が増加傾向にあるが，サンプル番号 6 では減少傾向であった。な

お，通常指導群の Firmicutes の相対存在割合も，サンプル番号 2，3 で増加傾向がみら

れた。従って，Firmicutes については，その多様性が本介入で増加する可能性があるも

のの，Actinobacteria については元々の相対存在割合が低いこともあり，変化が起こる

可能性が低いことが示唆された。なお，先行研究では，Low Fodmap diet によって，

Firmicutes と Actinobacteria の richness は両者ともに増加している（McIntosh et al., 2016）。 

Adlercreutzia 属の相対存在割合については，強化指導群のサンプル番号 5 でその割合が

介入によって約 4 倍になった。サンプル番号 1 と 9 では割合がわずかに低下したものの，

大幅な低下ではなかった。通常指導群では，サンプル番号 2 番のみ介入前に一定の割合存

在していたが，介入によってはほとんど変化しなかった。Dorea 属の相対存在割合について

は，強化指導群のサンプル番号 1，2，7，8，9 でその相対存在割合が増加することが分か

った。一方，通常指導群では，サンプル番号 1 の相対存在割合が顕著に低下しているが，

その他のサンプルでは変化はほとんど見られなかった。本研究の属レベルの相対存在割合

の結果から，本介入は Dorea への相対存在割合を増加させる可能性がある。 

ラクノスピラ科の Dorea は，マウスを用いた動物実験において，慢性のストレスと

の関連が指摘されている菌種である（Bailey et al., 2011）。Dorea について，人の生理現

象に対する機能はほとんど知られていないが，先行研究で行われた Low FODMAP 介入

（McIntosh et al., 2016）では，Dorea の相対存在割合は統計的に有意に増加している。

本研究における Dorea の変化理由としては，介入による食認知の変化によって食行動

が改善したことによって，Dorea を含む腸内細菌の多様性が増加した可能性がある。 

本研究の介入において，門レベルでは顕著な変化が認められなかったものの，属レ

ベルの分析によって Dorea の相対祖納割合が変化する可能性が示唆された。 
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